川サミット
２０２０．１１．２６.（木）
中友小体育館にて
①はじめに（才・ちひろ）
私たち（ぼくたち）上内小学校の校区には岡川という川がながれています。
岡川は堂面川の上流になります。夏には、この岡川で、水遊びをする人もいます。
岡川の周辺には、ホタルも飛んでいます。また、水をくみに来る人もいます。
そんな岡川のことをもっと知りたいと思って、
ネイチャーガイドの柿川先生と一緒に、岡川調べに川探検に行きました。
②水質調査（悠雅・創太）
まず、川のきれいさを調べるために、COD検査と透視度検査をしました。
COD検査とは、川の水に薬を入れて水のきれいさを調べるものです。
透視度検査とは、下にバッテンのついているつつの中に川の水を入れます。
そして、そのバッテンが見えるまで水を抜いていき、
早い段階でバッテンが見えたら水がきれいだと言えます。
その結果、（☆画用紙を出す）岡川のCOD検査は３で、透視度検査は４９．５㎝でした。　　
（☆画用紙を出す）岡川の下流になる堂面川のCOD検査は７で、透視度検査は３２㎝でした。
このことから、上内の岡川はきれいだということがわかりました。
③岡川の生き物（りいさ・青波）
次に、岡川にいる生き物を調べました。
岡川には、ホタルの他に、カワムツ・オイカワ・ドジョウ・サワガニなどがいました。
みなさんの近くの川にはホタルがいますか？（３秒待つ）
岡川にはホタルがたくさんいます。
なぜ、ホタルがたくさんいると思いますか？（３秒待つ）
それは、岡川にカワニナという巻き貝がたくさんいるからです。（☆画用紙を出す）
カワニナはホタルの幼虫のえさです。
ホタルの幼虫は陸に上がるまでに、約２２匹のカワニナを食べると言われています。
カワニナはきれいな川にしか生息しないため、カワニナがいない所では、ホタルは生きていけません。
みなさんの近くの川もきれいにして、カワニナを増やし、ホタルを増やしていきましょう。
ここでホタルの豆ちしきです。
ホタルが光る間かくには違いがあります。
この辺のホタルは２秒に１回光りますが、東日本のホタルは４秒に１回、
東日本・西日本の境目では、３秒に１回光るといわれています。
このように違いがあるのは、気温や個体みつ度が関係していると言われています。
④川をきれいにする方法（蓮太・創）
ところでみなさん、川はそうじもしないのに、なぜ、きれいだと思いますか？（３秒待つ）
実は、川には、自分で川をきれいにする力を持っているからです。（☆画用紙を出す）
川の中のれきが石や小石でごみを吸い付けてよごれがしずみます。
そうすることで川がきれいになります。もう１つ、川をきれいにする方法があります。
それは、川の中の微生物が汚れを食べることです。
でも、ごみの量が増えると、微生物が汚れを食べきれなくなって、川がきれいになりません。
だから、ポイ捨てや油を川に流すことはやめましょう。
今、海や川にプラスチックなどのゴミを流して、生き物がなくなるということが、
国際的な環境問題となっています。これを根本的に食い止めようと、富山市では河川や用水路にあみをはり、流れてきたゴミを回収するという取り組みをしているそうです。ぼくは、大牟田市でもこのような取り組みをすると、環境問題が改善できると思います。
➄終わりに（才・ちひろ）
　このように岡川を調べていくと、やっぱり岡川がきれいだということがわかりました。
ぼく（私）は、この美しい岡川をいつまでも守っていきたいです。
そのために、ポイ捨てをしない・油を川に流さないなど、自分たちにできることをしていきます。
みなさんの校区を流れる川も、岡川みたいにきれいにしていきましょう。
これで発表を終わります。
何か質問はありませんか？
